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カメラ

アングル

鶴 居・幌 呂 地 区

秋季地区別懇談会 開催‼

平
成
二
十
三
年
度　

秋
季
地

区
別
懇
談
会
が
、
十
月
二
十
四

〜
二
十
六
日
の
三
日
間
に
わ
た

り
音
別
、
白
糠
、
幌
呂
の
三
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
作
業
等
で
多
忙
の
中
、
三

日
間
で
合
計
43
名
の
組
合
員
の

方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、最
近
の
酪
農
・

畜
産
情
勢
、
下
期
更
正
計
画
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

出
席
し
た
組
合
員
の
方
々
か
ら

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
生
乳
増
産

対
策
、
ク
ミ
カ
ン
状
況
、
家
畜

衛
生
対
策
、
農
協
各
部
門
事
業

運
営
関
係
、
役
員
体
制
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
、
要
望
等
が
多

く
出
さ
れ
、
理
事
会
に
お
い
て

対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
致
し

ま
し
た
。

白 糠 地 区

音 別 地 区
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横浜市立南高校 酪農体験ファームステイ受入
十
月
四
〜
六
日
の
三
日
間
、
横
浜
市
立
南
高

校
の
修
学
旅
行
生
を
対
象
と
し
た
、
酪
農
体
験

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
五
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
受

け
入
れ
活
動
で
、
今
年
も
同
校
の
二
年
生
３
２

１
名
が
、
管
内
の
受
入
農
家
１
４
６
戸
へ
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
に
は
、
生
徒
80
名
（
男
子
35
名
・
女

子
45
名
）
が
四
地
区
（
鶴
居
・
幌
呂
・
白
糠
・

音
別
）
39
戸
の
受
入
農
家
へ
入
り
、
搾
乳
や
哺

育
、
給
餌
な
ど
普
段
農
場
で
行
な
わ
れ
て
い
る

様
々
な
農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
鶴
居
・
幌
呂
地
区
、
白
糠
・
音

別
地
区
に
分
れ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ピ
ザ
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
や
乗
馬
な
ど
を
行
な
い
、
修

学
旅
行
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
短
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
生
徒
に
は
大
切
な
思
い
出
が
出

来
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
は
無
事
に
修
了
致
し
ま

し
た
。

哺乳体験（幌呂地区）

給餌体験（音別地区）

搾乳体験（白糠地区） 飼槽のエサ押し（鶴居地区）
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北海道ホルスタインウインターフェア開催

十
月
三
十
日
、
十
勝
農
協
連

家
畜
共
進
会
場
（
音
更
町
）
で
、

２
０
１
１
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

全
道
各
地
区
か

ら
選
抜
さ
れ
た
代
表
牛
１
８
２

頭
が
出
品
さ
れ
、佐
藤
貢
氏（
北

海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業
協
同

組
合
）
が
審
査
員
を
務
め
ま
し

た
。当

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
11
農
場
・

14
頭
が
出
品
さ
れ
健
闘
を
み
せ

た
中
、
第
10
部
・
シ
ニ
ア
２
歳

ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
伊
深
洋
平

氏
（
白
糠
）
所
有
牛
「
ヘ
イ
チ

ヤ
ン 

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン 

リ
ス

タ
ー 

Ｅ
Ｔ
」
が
み
ご
と
１
位

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
後
代
検
定
済
み

種
雄
牛
娘
牛
展
示
の
部
・
第
２

部
で
、
林
稔
幸
氏
（
白
糠
）
所

有
牛
「
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー 

エ
ン

ペ
ラ
ー 

チ
ヤ
ー
ミ
ー 

レ
オ
」

及
び
牧
野
澄
枝
氏
（
鶴
居
）
所

有
牛
「
ネ
シ
リ
ー 

ロ
ー
ジ
エ

ス 

ア
ン
コ
ー
ル
」
の
二
頭
が

み
ご
と
１
位
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
、
士
幌
町
・
山
岸
剛
氏
の
出

品
牛
「
サ
ク
ラ
ン
ド 

ス
プ
リ

ン
タ
ー 

マ
ー
ク 

ダ
ン
デ
イ
」

(

第
14
部
５
歳
ク
ラ
ス)

が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

出
品
者
及
び
成
績
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

国内後代検定済み種雄牛娘牛展示の部
順位 名　　号 父　　牛 出品者（地区）

１部・ジュニアゲッツオブサイアー

9
カール ジエツト シユーマツハ

ストークランド DD シユー マツハ
(農)清和農場（鶴居）

TKS マツハー ゴー ゴー 清水　武志（鶴居）
11 フオグランド ブリーズ アイオーン ミツドフイールド CCM アイオーン 五十嵐大地（白糠）

２部・シニアゲッツオブサイアー

1
ウツズスター エンペラー チヤーミー レオ 

ロイレーン ジエスロ ET
林　　稔幸（白糠）

ネシリー ロージエス アンコール 牧野　澄枝（鶴居）

入 賞 牛 一 覧
第10部　シニア２歳クラス　１位

ヘイチヤン ゴールドウイン リスター ET 伊深　洋平（白糠）

国内後代検定済み種雄牛娘牛展示の部　１位

ウツズスター エンペラー チヤーミー レオ 林　　稔幸（白糠）

ネシリー ロージエス アンコール 牧野　澄枝（鶴居）

部 順位 名　　　　号 出品者（地区）

1部
6 M M サム マチムラ チヤンプス 松下　雅幸（鶴居）

14 フオグランド ブリーズ アイオーン 五十嵐大地（白糠）

2部

10 ライズアツプ ボルトン マテイツク ロゼ 芳澤　顕一（白糠）

20 MSBKB メイリー エンゼル 牧野　澄枝（鶴居）

31 ウツズスター ダイアモンド ハートフル 林　　稔幸（白糠）

32 TKS マツハー ゴーゴー 清水　武志（鶴居）

34 カール ジエツト シユーマツハ (農)清和農場（鶴居）

3部
16 A オラホーム アルドルフ ロス マナー RED 安藤　　功（幌呂）

23 ヘイチヤン スターブライト D キレネンコ ET 伊深　洋平（白糠）

10部 1 ヘイチヤン ゴールドウイン リスター ET 伊深　洋平（白糠）

11部 13 HSY ジヨーダン エアロスター 細谷　　智（白糠）

12部 7 KWF ダミオン ベルリン ㈱敬和ファーム（音別）

14部
3 ウツズスター エンペラー チヤーミー レオ 林　　稔幸（白糠）

4 ネシリー ロージエス アンコール 牧野　澄枝（鶴居）
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管内青年部スポーツ交流会 開催‼

十
月
十
一
日
、
鶴
居
村
球
技
場

で
、
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
青
年
部
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
管
内
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
が

一
同
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
管

内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
49
名
、
う
ち

当
Ｊ
Ａ
は
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
単
組
混
合
４
チ
ー
ム
に
よ
り
試

合
が
行
な
わ
れ
、
好
プ
レ
ー
や
珍

プ
レ
ー
が
出
る
な
ど
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
終
了
後
は
、
焼

肉
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、

部
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

JA職員・人事管理制度研修会
鶴居、千葉選手ナイスバッティング‼

懇親会の様子

釧路管内JAパークゴルフ大会
十
月
一
日
、
弟
子
屈
町
９

０
０
草
原
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
、
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
管
内
３
Ｊ
Ａ
と
連

合
会
の
役
職
員
合
わ
せ
て

39
名
の
計
10
組
が
４
コ
ー

ス
36
ホ
ー
ル
で
腕
を
競
い

ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
チ
ー
ム
の
成
績

は
、
み
ご
と
団
体
の
部
優

勝
と
３
位
に
、
ま
た
個
人

の
部
で
は
、
畑
野
明
選
手

が
優
勝
、
３
位
に
瀬
田
正
男

選
手
が
入
り
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
終
了
後
は
、

焼
肉
を
囲
ん
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

十
月
十
八
日
・
十
九
日
、

当
Ｊ
Ａ
本
所
及
び
白
糠
支
所

で
、
係
長
職
以
下
の
職
員
を

対
象
と
し
た
人
事
管
理
制
度

の
研
修
会
を
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
改
革
推
進
部
総
合
コ
ン

サ
ル
課
高
橋
雅
史
主
幹
、

同
会
根
釧
支
所
山
崎
孝
浩

主
査
を
講
師
に
招
き
、
開
催

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
筥
嵜
参
事
よ
り
人

事
労
務
基
本
方
針
（
人
づ
く

り
基
本
方
針
）
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
全
員
が
そ
の

内
容
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
本
格
稼
働
し
た
能

力
主
義
人
事
管
理
制
度
と
は

何
か
、
人
事
管
理
制
度
の
概

要
・
目
的
等
に
つ
い
て
学
び
、

よ
り
一
層
の
理
解
を
深
め
た

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 畑野選手（優勝）と瀬田選手（3位）

研修会の様子（白糠支所）
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昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され64年目を迎えました。制定
当時は戦争の傷跡が生々しく、日本全土が荒廃する中で、国民の食料は不足し、食料確
保の必要性と併せて農民の自主的立場を確立するために農村の民主化が最重要課題であ
りました。
このような時代背景の中から農協法が施行され、全国各地で農協が設立され、現在に
至っております。農協は農地改革によって生まれた自作農を基本とした「農民の農民に
よる農民のための」組織として、人々が連帯し助け合うことを意味する「相互扶助」の
精神のもとに組合員の農業経営と生活を守り、より良い地域社会を築くことを目的とし
た協同組織です。
農協法が制定されて以来、経済情勢や社会環境の変化に合わせてＪＡの事業展開や組
織運営手法の変革が求められ、時代に即した法改正によって、組合員の社会・経済的地
位の向上に大きな役割を果たして参りました。
さて、東日本大震災から半年以上が経過しましたが、復興への道筋は決して容易なも
のとはなっておらず、また原発事故の収束にも目途が立たず、全国の農業者や消費者は
不安な日々を抱えています。私たちＪＡグループは、今後とも食料供給基地である被災
地の復興に向けてあらゆる支援を続けていくこと、政府の指導のもとで安全・安心な農畜
産物を安定的に消費者の皆様にお届けすることに、今こそ協同組合精神である「絆（き
ずな）」を大切にする価値観のもとで、総力を挙げて取り組むことが必要です。また、
国連は平成24年を国際協同組合年とすることを宣言しました。「協同組合がよりよい社
会を築きます」のスローガンのもと、協同組合の社会的役割・意義をアピールしていき
ましょう。
また、本年１月から様々な団体と連携し展開した「ＴＰＰ交渉参加反対１千万署名全
国運動」では1,166万人を超える国民から賛同する署名が寄せられました。こうした国
民の要望を踏まえＪＡグループ一丸となって今後も国民理解を促進していきます。
今後とも厳しい情勢が予測されますが、組合員、役職員の皆様が農協法公布記念日を
契機に、農協法の目的と意義を再確認して、ＪＡが地域農業・農村振興の司令塔として
の役割を発揮し、頼れる組織として益々発展するよう共に頑張りましょう。

（平成23年10月12日）

農協法公布記念日にあたって

北 海 道 農 業 協 同 組 合 中 央 会
会　長　飛　田　稔　章
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

今
年
も
昨
年
同
様
暑
い
夏
が
訪
れ
ま

し
た
。
夏
分
娩
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
乳
房
炎
に
悩
ま
さ
れ
た
方
も
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

で
今
一
度
、
乳
房
炎
対
策
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆
乳
房
炎
の
発
生
リ
ス
ク

乳
房
炎
は
、
細
菌
が
乳
頭
内
に
侵
入

し
、
感
染
す
る
こ
と
で
炎
症
を
引
き
起

こ
す
疾
病
で
す
。
で
す
か
ら
、

①
環
境
を
整
備
し
乳
房
を
汚
さ
な
い

②
細
菌
を
乳
頭
内
に
侵
入
さ
せ
な
い

③ 

侵
入
し
て
し
ま
っ
た
細
菌
を
自
己
免

疫
の
力
で
抑
制
す
る
こ
と

が
乳
房
炎
対
策
の
基
本
で
す
。

◆
乳
房
周
辺
の
環
境
管
理

①
牛
床
を
き
れ
い
に
す
る
方
法

　

・ 

汚
れ
た
敷
料
を
完
全
に
取
り
除
き
、

ふ
ん
尿
を
か
き
落
と
す
。

　

・ 

牛
床
に
薄
く
消
石
灰
を
ま
く
（
写

真
１
）。

　

・ 

敷
料
を
厚
く
入
れ
る

②
敷
料
の
種
類
を
検
討
す
る

敷
料
は
乳
房
に
直
接
触
れ
る
部
分
で

す
。
そ
の
た
め
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
留

意
し
ま
し
ょ
う
。

・ 
乾
燥
し
た
も
の
を
使
う
。

・ 
オ
ガ
ク
ズ
は
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い

の
で
、
消
石
灰
を
混
合
す
る
。
混
合

量
は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
10
㎏

が
目
安
。
乳
頭
の
荒
れ
が
心
配
な
場

合
は
、
ド
ロ
マ
イ
ト
で
代
用
す
る
。

③
牛
の
脚
を
汚
さ
な
い

脚
が
汚
れ
て
い
る
と
横
臥
す
る
時
に

乳
房
を
汚
し
ま
す
。
放
牧
地
や
パ
ド
ッ

ク
の
出
入
り
口
、
水
槽
周
辺
の
ぬ
か
る

み
を
補
修
し
ま
し
ょ
う
。

④
乳
房
の
毛
焼
き
及
び
毛
刈
り

乳
房
の
毛
が
長
い
と
汚
れ
が
付
着
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ガ
ス
ト
ー
チ
等
に

よ
る
毛
焼
き
（
※
詳
し
い
方
法
は
ご
相

談
下
さ
い
）
や
毛
刈
り
を
行
い
ま
し
ょ

う
（
写
真
２
）。
分
娩
の
一
週
間
前
に

行
う
と
、
乳
房
が
清
潔
な
ま
ま
分
娩
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◆
衛
生
的
な
搾
乳
の
実
施

搾
乳
時
の
乳
頭
及
び
乳
頭
口
の
衛
生

が
乳
房
炎
予
防
に
重
要
で
す
。

① 

清
拭
タ
オ
ル
を
専
用
洗
剤
で
消
毒
す

る
。

② 

乳
頭
、
乳
頭
口
を
念
入
り
に
清
拭
す

る
。

③ 
一
頭
一
布
で
清
拭
す
る
。
一
枚
で
拭

き
取
り
き
れ
な
い
場
合
は
、
複
数
枚

使
う
。

④ 

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
乳
頭
の
水
分

を
取
る
。

⑤ 

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
剤
は
乳
頭
の
八
割
以

上
を
覆
う
よ
う
に
す
る
。

◆
免
疫
力
を
保
つ

① 

暑
熱
期
に
採
食
量
を
落
と
さ
な
い

・ 

送
風
機
の
設
置
（
写
真
３
）、水
槽
の

増
設
等
の
暑
熱
対
策
を
行
う
。

・ 

暑
熱
時
は
採
食
量
が
落
ち
や
す
い
の

で
、
涼
し
い
時
間
帯
に
飼
料
を
給
与

す
る
。

・ 

粗
飼
料
品
質
が
悪
い
場
合
は
、
ビ
ー

ト
パ
ル
プ
な
ど
の
中
間
飼
料
を
利
用

す
る
。

・ 

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
Ｄ
Ｅ
剤
の
増
給
。

② 

乾
乳
期
間
も
非
常
に
重
要
で
す
の
で
、

搾
乳
牛
と
同
様
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
な
対
策
を
実
践
し
、
廃

棄
ロ
ス
の
少
な
い
生
乳
出
荷
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
三
年
十
月
作
成
）

写真１　牛床に消石灰をまく様子

写真２　乳房毛焼きの様子

写真３　換気扇の設置

乳
房
炎
の
発
生
リ
ス
ク
を

低
減
さ
せ
よ
う
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EDITOR’S NOTE

■平成23年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,144,807.2 101.0 58,211,641.7 96.8
（鶴居地区） 2,749,021.3 105.1 19,223,411.1 96.5
（幌呂地区） 2,176,499.7 100.5 15,589,659.3 96.8
（白糠地区） 1,861,195.8 96.2 13,734,027.6 96.4
（音別地区） 1,358,090.4 100.6 9,664,543.7 98.0

管 内 計 43,709,190.8 101.2 313,049,200.9 98.3
（前年度管内計） 43,187,855.5 318,494,574.5

家畜販売市況情報 
乳　牛 □予想相場 23年11月1日現在（単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０
初　　　　妊 ５２０～４８０ ４８０～４５０

経　産 ２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　　～　　　３２０
４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　　～　　　２７０

初生とく  23年11月14日現在
初
生
と
く

規　　格 単　　価
６１kg～７０kg 都度協議
４５kg～６０kg ７５０円/kg
４０kg～４４kg ６５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 23年10月18日音更市場 （価格：円・体重：㎏）
畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価
肉
素

メス 605頭 562,800 95,550 347,838 298 1,167 
去勢 759頭 619,500 189,000 431,740 313 1,378 

（提供／ホクレン帯広支所）

□  ＴＰＰ問題について、様々な動きがニュースなどで報じられております。米国最大の
関心は中国にあるとも言われ、多くの情報が飛び交う中、今後の日本政府の対応及び
動向が注目されます。

□  冬季は空気が乾燥し、暖房器具などの使用も多くなることから火災の多い季節となり
ます。防火設備が正しく設置されているか、また点検等を行ない火災予防に努めまし
ょう。

理　事　会　報　告
10月定例理事会　平成23年10月31日（月）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．農業協同組合の検査結果について
６．総体的なリスク量管理について
７．ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について
８．経営定期点検の実施結果について

付議事項 
議案第１号　農業協同組合検査結果に対する回答について
議案第２号　 平成23年度営農振興資金の貸出条件の設定に

ついて
議案第３号　 大口信用供与先等に対する融資の承認につい

て
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．秋季地区別懇談会における意見・要望等について

大変お世話になりました。

畑 野 　 明
管理部付 白糠町乳牛検定組合・
白糠町酪農ヘルパー利用組合事務局長

この度、平成23年10月31日をもって釧路丹頂農協を定年退職致しました。
振り返りますと白糠町農協燃料センターに臨時職員として昭和44年に採用となり、早42年

が経ちました。その42年間無事この日を迎えることができましたことは、偏に皆様の温かい
ご厚情の賜物であり、心から感謝とお礼を申し上げます。
今後の釧路丹頂農協の益々の発展と組合員並びに役職員の皆様のご健勝とご多幸を心から

ご祈念申し上げ、区切りとしての私のお礼のご挨拶とさせていただきます。長い間お世話に
なり本当にありがとうございました。
また、定年退職ではありますが、引き続き白糠支所営農係に再雇用されましたので、今後

とも皆様には何かとお世話になることもあると思いますが、今まで同様ご指導いただければ
幸いに存じます。
（本職員は引き続き白糠支所に準職員として勤務しています。）


